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品
川
新
駅
に
「
P
—

u
p

工
法
」
（
五
ン
ド
〖
）

線
路
上
で
ガ
ラ
ス
板
設
置

ゴ
ン
ド
ラ
の
使
用
で
線
路
を
塞
が
ず
作
業
可
能
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約
50件
の
採
用
実
績
が
あ
り
、
新
ラ
の
比
留
閻
純
社
長
は
、
「
工
事

築
の
駅
施
設
で
の
採
用
は
仙
台
駅
全
体
で
の
エ
期
短
縮
や
作
業
性
向

＞

に

続

い

て

2
件
目
と
な
る
。
上
な
ど
に
少
し
で
も
効
果
が
表
れ

J

高
見
朋
宏
品
川
新
駅
J
>
工
事
て
く
れ
れ
ば
本
望
だ
」
と
話
し
た
。

事
務
所
工
事
長
は
、
「
適
用
個
所

建鉄林
の

下

部

で

は

、

電

車

の

レ

ー

ル

と

大

電

車

線

の

施

工

が

進

行

し

て

い

大
林
組
・
鉄
建
建
設
J
>
が
施
所
の
下
部
で
並
行
す
る
電
車
線
の
る
。
軌
道
工
事
や
電
車
線
工
事
は

工
す
る
「
品
川
新
駅
（
仮
称
）
新
工
事
を
止
め
る
こ
と
な
く
、
最
大
わ
れ
わ
れ
が
施
工
す
る
エ
リ
ア
だ

設
他
工
事
」
で
は
、

2
0
2
0年

2
5
0
討
の
ガ
ラ
ス
板
を
効
率
的
け
の
工
事
で
は
な
い
た
め
、
で
き

夏
季
東
京
五
輪
前
の
暫
定
開
業
を
に
施
工
し
た
。
る
だ
け
切
り
分
け
た
状
態
で
工
事

目
指
し
て
日
々
作
業
が
進
行
し
て
同
工
法
は
、
デ
ッ
キ
型
ゴ
ン
ド
を
管
理
で
き
る
方
が
、
施
工
者
に

い
る
。
同
工
事
で
は
、
コ
ン
コ
ー
ラ
と
揚
重
機
（
テ
ル
ハ
ク
レ
ー
ン
）
も
発
注
者
側
に
も
メ
リ
ッ
，
卜
が
あ

ス
階
中
央
の
吹
抜
空
間
に
設
け
る
を
併
用
し
、
外
装
材
の
揚
重
か
ら
る
た
め
、
コ
ン
コ
ー
ス
階
か
ら
上

ガ
ラ
ス
の
手
す
り
を
施
工
す
る
際
取
り
付
け
、
仕
上
工
事
ま
で
を
一
だ
け
で
完
結
さ
せ
ら
れ
る
工
事
方

に
、
日
綜
ゴ
ン
ド
ラ
の
「
P
i
u
貫
し
て
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
法
を
考
え
、

P
|
U
P
工
法
を
採

p
工
法
」
パ
ネ
ル
揚
重
機
シ
ス
チ
最
大
吊
下
荷
は
4
9
0昇
。
揚
重
用
し
た
」
と
説
明
す
る
。
作
業
性

ム
を
採
用
。
一
般
的
に
は
足
場
を
機
は
作
業
者
の
手
元
の
無
線
操
作
に
つ
い
て
は
「
一
般
的
な
足
場
を

組
ん
で
作
業
す
る
工
程
だ
が
、
同
で
上
下
左
右
に
操
作
す
る
こ
と
が
使
用
し
た
ほ
う
が
、
力
を
入
れ
る

工
法
を
導
入
す
る
こ
と
で
施
工
個
で
き
る
。
同
シ
ス
テ
ム
は
全
国
で
作
業
で
は
足
下
は
安
定
す
る
」
と

本
す
る
も
の
の
、

,• 

「
コ
ン
コ
ー
ス

日東JR

階
の
上
だ
け
で

か
紐
墨
誓

協
せ
な
け
れ
ば
な

g
ら
な
い
今
回
の

現
場
に
は
フ
ィ

ッ
ト
し
た
エ
法

だ
」
と
語
る
。

日
綜
ゴ
ン
ド
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|
。
常
業
線
の

線
路
切
り
換
え
等
と
の
並
行

狂
の
中
、
線
路
や
ホ
ー
ム

階
の
上
部
空
間
を
取
り
囲
む

2
階
改
札
・
コ
ン
コ
ー
ス
部

等
の
ガ
ラ
ス
手
摺

り
の
設
鷹
工
事
に

日
綜
ゴ
ン
ド
ラ

（
比
留
問
純
社
長
）

の
バ
ネ
ル
揚
重
機

シ
ス
テ
ム
「

p'

u
p工
法
」
が
採

用
さ
れ
、
そ
の
エ

期
短
縮
•
安
全
施

工
に
加
え
、
工
事

全
体
の
円
滑
な
工

程
調
墜
・
管
理
に

ぷ. -,~ ． .. __ ...... 
噛

I
`
 

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
幕
を
控

え、

20年
3
月
の
暫
定
開
業

に
向
け
て
工
事
が
進
む
「
品

川
新
駅
（
高
輪
ゲ
ー
ト
ウ
ェ

も
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
。

新
駅
は
、
山
手
線
・
京
浜

東
北
線
の
品
川
駅
と
田
町
駅

の
間
に
開
業
す
る
も
の
。
東

日
本
旅
客
鉄
道
東
京
工
事
事

務
所
の
発
注
、
同
社
と
J
R

東
日
本
建
築
設
計
の
設
計
・

監
理
で
、
大
林
・
鉄
建
建
設

共
同
企
業
体
が
駅
舎
・
軌
道

ホ
ー
ム
等
の
建
築
•
土
木
工

事
を
施
工
し
て
い
る
。
デ
ザ

イ
ン
ア
ー
キ
テ
ク
ト
は
、
隈

研
吾
建
築
都
市
設
計
事
務

所
。
折
り
紙
を
ラ
ン
ダ
ム
に

折
っ
た
よ
う
な
幕
膜
構
造
の

大
犀
根
と
、
下
か
ら
見
上
げ

る
と
障
子
を
連
想
さ
せ
る
柔

工
期
短
縮
•
安
全
施
工
に
寄
与
日緯ゴンドラ

ら
か
な
光
、
木
の
空
間
が
特

徴
だ
。ガ
ラ
ス
手
摺
り
の
設
麿
は

当
初
、
外
装
材
と
同
様
の
外

部
足
場
を
組
ん
で
上
部
か
ら

ガ
ラ
ス
を
吊
っ
て
施
工
す
る

計
画
だ
っ
た
が
、
「
そ
の
下

部
で
は
レ
ー
ル
や
電
車
線
が

施
工
、
配
置
さ
れ
た
中
で
作

業
す
る
特
殊
事
情
か
ら
、
仙

台
駅
で
も
実
緞
の
あ
る
ゴ
ン

巳
出
「
品
川
新
駅
」
に
採
用

ド
ラ
エ
法
を
採
用

し
た
」
（
高
見
朋

宏
J
>
工
事
長
）
。

「
ア
ン
カ
ー
打
設

等
の
力
を
入
れ
る

作
業
時
は
不
安
定

で
は
あ
る
が
、
コ

ン
コ
ー
ス
か
ら
上

で
仕
事
が
完
結
す

る
こ
と
で
”
上
下
II

を
切
り
分
け
た
状

態
で
工
事
で
き

る
。
そ
の
た
め
、
外
部
足
場

を
組
む
場
合
に
は
軌
道
工
事

や
電
車
線
工
事
な
ど
の
と
の

工
事
調
整
に
よ
り
1
S
2か

月
工
事
が
で
き
な
い
恐
れ
が

あ
っ
た
が
、
建
築
工
事
の
ペ

ー
ス
で
仕
事
が
で
き
る
。
エ

期
•
安
全
面
で
非
常
に
メ
リ

ッ
ト
の
あ
る
仮
設
計
画
と
な

っ
た
」
（
同
）
。

シ
ス
テ
ム
は
、
架
台
上
部
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の
横
行
レ
ー
ル
に
吊
ら
れ

た
、
ガ
ラ
ス
の
揚
重
機

(
4

9
0キ
ロ
劣
仕
様
）

1
台
と
、

上
下
左
右
に
同
時
に
動
く
こ

と
が
で
き
る
長
さ
7
認
と
2

.
4認
の
ゴ
ン
ド
ラ
2
台
で

桐
成
さ
れ
て
い
る
。

1
0
0

0
平
方
認
の
吹
き
抜
け
空
間

を
取
り
囲
み
鰻
大
高
さ
2
.

8
認
の
ガ
ラ
ス
1
1
6枚
の

取
付
け
を
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
ガ
ラ
ス
工
事
の
エ
期
は

当
初
予
定
の
2
割
程
度
削
滅

さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
大
屋
根
を
施
工
で

は
、
仮
設
足
場
と
し
て
日
綜

産
業
の
フ
ラ
イ
ン
グ
プ
リ
ッ

ジ
が
採
用
さ
れ
た
。
「
勾
配

角
度
が
12度
を
超
え
る
部
分

も
あ
っ
た
た
め
、
滑
り
止
め

等
の
対
策
を
講
じ
た
特
注
品

も
使
っ
て
膜
屋
根
の
上
に
1

2
0認
の
遥
路
を
架
設
す
る

こ
と
が
で
き
、
安
全
に
仕
事

を
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
」

（
高
見
工
事
長
）
と
い
う
。

駅
舎
は
地
下
1
階
地
上

3
階
で
、
ホ
ー
ム
を
含
む
実

質
的
な
総
床
面
積
は
約
1
万

平
方
認
。

1
階
（
ホ
ー
ム
階
）

S
3階
の
中
央
部
分
は
最
高

高
さ
約
⑳
認
の
大
き
な
吹
き

抜
け
と
な
り
、
ホ
ー
ム
か
ら

屋
根
ま
で
を
見
適
す
こ
と
が

で
き
る
。

2
階
は
改
札
や
イ

ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
で
、

3
階

は
テ
ラ
ス
な
ど
を
設
け
る
。

建
築
工
事
の
進
捗
は
、
約

8
割
。
昨
年
6
月
の
京
浜
東

北
線
南
行
の
第
1
回
線
路
切

換
に
次
い
で
、
今
年
11月
に

は
同
北
行
と
山
手
線
内
廻
り

・
外
廻
り
の
第
2
回
線
路
切

換
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。



磯
器
・
資
材

日
綜
ゴ
ン
ド
ラ

靡
輪
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
駅
工
事
に
採
用

パ
ネ
ル
楊
重
機
シ
ス
テ
ム
「

p
|
u
p
工
法
」

日
綜
産
業
グ
ル
ー
プ
の
日
綜

ゴ
ン
ド
ラ
（
東
京
都
中
央
区
日

本
橋
人
形
町
、
比
留
間
純
社

長
）
の
ゴ
ン
ド
ラ
と
揚
重
機
を

併
用
し
た
パ
ネ
ル
楊
重
機
シ
ス

テ
ム
「
P
|
u
p
工
法
」
が
こ

の
ほ
ど
、
東
京
・
品
川
で
建
設

が
進
む
高
輪
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
駅

の
手
す
り
ガ
ラ
ス
取
り
付
け
エ

事
に
採
用
さ
れ
、
エ
期
短
縮
に

貢
献
し
て
い
る
。

同
シ
ス
テ
ム
は
同
じ
吊
元
ア

ー
ム
を
使
っ
て
デ
ッ
キ
型
ゴ
ン

ド
ラ
と
揚
重
機
を
併
用
し
、
外

装
材
の
揚
重
か
ら
取
り
付
け
、

仕
上
げ
工
事
ま
で
を
一
貫
し
て

行
う
シ
ス
テ
ム
。
す
で
に
約
50

件
の
実
績
が
あ
る
。

外
装
材
を
取
り
付
け
る
際
に

タ
ワ
ー
ク
レ
ー
ン
や
重
機
な
ど

を
使
用
し
な
い
た
め
、
鉄
骨
建

方
と
外
装
材
の
取
り
付
か
ら
仕

上
工
事
ま
で
を
同
時
施
工
で
進

行
で
き
る
。
こ
の
た
め
タ
ワ
ー

ク
レ
ー
ン
な
ど
揚
重
機
の
稼
働

率
低
減
、
取
り
付
け
作
業
の
コ

ス
ト
低
減
、
エ
期
短
縮
な
ど
の

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

高
輪
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
駅
は
日

本
の
伝
統
的
な
折
り
紙
が
モ
チ

ー
フ
の
大
屋
根
に
障
子
を
イ
メ

ー
ジ
し
た
膜
や
木
な
ど
の
素
材

を
活
用
し
て
”
和
“
を
感
じ
さ
せ

る
と
と
も
に
、
膜
屋
根
を
ラ
ン

ダ
ム
に
折
る
こ
と
で
駅
の
多
様

な
表
情
を
生
み
出
す
デ
ザ
イ
ン

と
な
っ
て
い
る
。
規
模
は
地
下

1
階
、
地
上
3
階
、
高
さ
約
30

闘

構

造

は

S
造
、
延
床
面
積

約
5
3
0
0
平
方
認
。
人
工
地

盤
か
ら
大
屋
根
部
ま
で
の
総
鉄

r
 

骨
璽
旱
は
約
3
6
0

0ト
ン

oe-

大
屋
根
部
の
製
作
・
施
工
は

日
鉄
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
。
発

注
者
が
東
日
本
旅
客
鉄
道
、
設

計
・
監
理
が
東
日
本
旅
客
鉄
道
、

J

R
東
日
本
建
築
設
計
、
デ
ザ

イ
ン
ア
ー
キ
テ
ク
ト
が
隈
研
吾

建
築
都
市
設
計
事
務
所
、
施
工

を
大
林
・
鉄
建
J

>
が
担
当
し

て
い
る
。

高
輪
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
駅
大
屋
根
部

（
上
）
と
稼
働
中
の
バ
ネ
ル
楊
重
機

シ
ス
テ
ム
「

p
I
u
p
工
法
」

今
回
、
採
用
さ
れ
た
施
工
部

は
、
コ
ン
コ
ー
ス
階
に
設
け
る

約
1
0

0

 
0
平
方
認
の
大
き
な

吹
抜
部
に
使
用
さ
れ
る
手
す
り

用
の
ガ
ラ
ス
パ
ネ
ル
設
置
工
事
。

す
で
に
下
部
の
軌
道
工
事
は
完

了
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
下
部

工
の
施
工
に
影
響
を
与
え
ず
上

部
で
作
業
が
完
了
す
る
ゴ
ン
ド

ラ
を
用
い
た

P
|
u
p
工
法
の

採
用
と
な
っ
た
。

作
業
は
吹
抜
部
の
幅
66
認
に

パ
ネ
ル
設
置
用
と
仕
上
げ
工
事

用
の
ゴ
ン
ド
ラ
2
台
と

4
9
0

キ
ロ
タ
イ
プ
の
揚
璽
機
を
用
い
て
、

幅
ー

2
0
0
x
高
さ
3
0
0
0
 

ミ
リ
、
重
さ
2
5
0
げ
の
ガ
ラ
ス

パ
ネ
ル
を
据
え
付
け
、
仕
上
げ

工
事
を
行
う
。
こ
れ
に
よ
り
、

当
初
の
ガ
ラ
ス
パ
ネ
ル
工
事
の

工
期
を

60
％
以
上
短
縮
で
き
る

と
い
う
。
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山
手
線
新
駅
に
採
用

ラ
機
ド
重
ン
揚
ゴ
ル暉
心
手
す
り
ガ
ラ
ス
設
骰
工
期
短
縮

日
綜
産
業
の
グ
ル
ー
プ
会
社
員
が
緑
路
か
ら
8
.
7
料
の
高

・
日
綜
ゴ
ン
ド
ラ
（
東
京
都
中
さ
の
ゴ
ン
ド
ラ
に
乗
り
、

1
枚

央
区
、
比
留
間
純
社
長
）
が
開
当
た
り
高
さ
3
料
、
幅
1
.
2

発
し
た
「
パ
ネ
ル
揚
重
機
シ
ス
財
、
重
さ
2
5
0討
の
手
す
り

テ
ム
」
が
、

J
R
山
手
線
の
新
ガ
ラ
ス
を
設
置
し
て
い
た
。

駅
・
高
輪
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
駅
高
見
朋
宏
品
川
新
駅
J
>
エ

（
東
京
都
港
区
）
構
内
の
吹
き
事
事
務
所
工
事
長
は
「
作
業
性

抜
け
を
囲
む
手
す
り
ガ
ラ
ス
の
と
い
う
点
で
言
う
と
、
足
場
を

—

設
置
工
事
に
採
用
さ
れ
た
。
手
組
ん
だ
方
が
足
元
は
安
定
す
る

す
り
ガ
ラ
ス
設
置
の
エ
期
が
当
が
、
コ
ン
コ
ー
ス
よ
り
上
の
位

初
計
画
か
ら
2
割
程
度
削
減
で
置
で
工
事
を
完
結
さ
せ
る
と
い

き
た
と
い
う
。
吹
き
抜
け
の
下
う
点
で
は
今
回
の
工
事
に
一
番

で
行
わ
れ
る
軌
道
工
事
を
中
断
フ
ィ
ッ
ト
し
た
エ
法
だ
」
と
述

せ
ず
に
設
置
で
き
、
生
産
性
向
べ
た
。

上
に
も
貢
献
し
た
。
比
留
間
社
長
は
「
新
駅
の
エ

採
用
さ
れ
た

「P
—

u
p

事
が
頻
繁
に
あ
る
わ
け
で
は
な

（
ピ
ー
ア
ッ
プ
）
工
法
」
は
、
い
の
で
、
今
回
の
よ
う
な
ピ
ー

．
こ
れ
ま
で
50件
の
工
事
で
導
入
ア
ッ
プ
エ
法
の
使
わ
れ
方
は
非

実
績
が
あ
る
。
駅
関
連
工
事
は
常
に
珍
し
い
。
足
場
に
比
べ
て

仙
台
市
の
J
R
仙
台
駅
に
次
い

で
2
件
目
と
な
る
。

デ
ッ
キ
型
ゴ
ン
ド
ラ
走
行
レ

ー
ル
と
揚
重
機
走
行
レ
ー
ル
が

並
行
し
た
構
造
で
、
ゴ
ン
ド
ラ

に
乗
り
な
が
ら
揚
重
機
で
部
材

を
つ
り
上
げ
上
空
で
設
置
す

る
。
タ
ワ
ー
ク
レ
ー
ン
や
重
機

を
使
わ
な
い
た
め
、
取
り
付
け

コ
ス
ト
が
抑
え
ら
れ
る
。

日
綜
産
業
は
4
月
に
高
輪
ゲ

ー
ト
ウ
ェ
イ
駅
で
現
場
見
学
会

を
開
催
。
設
置
現
場
で
は
作
業

勺

複
数
の
ゴ
ン
ド
ラ
が
コ
ン
コ
ー
ス

の
上
空
で
手
す
り
ガ
ラ
ス
を
設
置

し
て
い
た
（
撮
影
協
力
•
J
R

東

日
本
）

用
に
向
け
た
営
業
を
展
開
し
て

い
く
。

作
業
性
が
落
ち
る
部
分
は
あ
る

が
、
全
体
で
見
る
と
エ
期
短
縮

や
作
業
性
の
向
上
が
少
し
で
も

表
れ
て
く
れ
れ
ば
本
望
だ
」
と

語
っ
た
。
今
後
は
、
公
共
工
事

や
プ
ラ
ン
ト
工
事
な
ど
へ
の
採
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